
久慈市立久慈中学校 生徒数376名 教職員数35名

視点１：全教職員で取組を推進するための組織運営

≪取組内容≫ ≪提言≫
１ 目指す資質・能力の重点を全教職員で協議・確認
・自分で考える力が弱い⇒自己調整力の改善が必要
・無解答率の減少

２ 全校学習オリエンテーションの実施
・学習する意義や目指す資質・能力を確認し、具体的手立て
を示す

３ 全校で自己調整能力向上に向けた家庭学習取組の確認
・夢ノートの活用、振り返りノートの充実と習慣化
・毎週月曜日は夢ノート取組の確認

４ 研究部通信の発行
・県学調や校内アンケートの結果と考察から
生徒のつまずきを共有し、目指す資質・
能力向上に向けた見直しを行う
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久慈市立久慈中学校 生徒数376名 教職員数35名

視点２：学年や教科を超えた組織的な授業改善の推進

≪提言≫≪取組内容≫

１ 教科運営計画書の作成
・年度初めに教科ごとに目指す資質・
能力とその手立てを確認
・みんなで立てた資質・能力の達成に
向けた各自の取組を検討
・研究授業ごとに自身の取組の見直し

２ 校内研究会の充実
・みんなでつまずき及び実態について
話し合い、みんなで「自力」という
重点を定め、みんなでその達成に向けて取り組む
・３段階のグループ協議で充実した話し合い

⇒グループ協議⇒他のグループの協議内容確認
⇒再協議・次に活かすことの確認

・みんなで授業実践

３ 年２回の互見授業
・若手と中堅がペアとなり、互いの授業を見合う
・授業参観シートで見る視点を明確にし、互いの授業から学ぶ
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久慈市立久慈中学校 生徒数376名 教職員数35名

視点３：調査結果の積極的活用

≪提言≫≪取組内容≫
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自分で考え、取り組み課題解決している
（積極肯定の割合） 調べたり聞いたりして解決している

（積極肯定の割合）

１ 県学調・CRT等の分析⇒定期テストに活かす
・全教職員で結果の共有と分析
・つまずきを授業の中で補充指導
・改善に取り組んだ内容を定期テストに取り入れ、事
後分析

２ 生徒アンケートの活用（年２回）
・結果から生徒の現状分析
・目指す資質・能力の重点の達成度の確認
・CAPDサイクルを回す

    あきらめずに考え、解答する生徒の増加・無解答率の減少
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